
法

然

と

比

叡

山

-
送

山
門
起
請
文
を
中
心
と
し
て
-

中

野

正

明

法
然
は
四
十
三
歳
に
し
て
回
心
の
あ
と
、
比
叡
山
を
下
り
て
京
都
に

住
し
念
仏

の
行
を
説
く
よ
う
に
な

っ
た
と
は
、
ひ
と
し
く
各
種
法
然
伝

に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
法
然
は
比
叡
山
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
立
場
を
と

っ
て
い
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
福
井
康
順
氏

は

「薫

伝

に
つ
い
て
の
二
三
の
問
題
」

(『印
度
学
仏
教
単

研
究
』
五
-
二
)
に
お
い
て
、

法
然
の
思
想
的
立
場
を

「
内
専
修
外
天
台
」
と
の
評
語
に
よ
っ
て
位
置

付
け
ら
れ
注
目
を
浴
び
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
然
と
そ
の
門
下
達
と

比
叡
山
に

つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
対
抗
的
な
立
場
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
こ
と
が
多

い
。
各
種
法
然
伝
に
描
写
さ
れ
る
念
仏
者
の
弾
圧

・
法
難

な
ど
は
そ
の
現
わ
れ
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
に

滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
玉
桂
寺
所
蔵
の
木
像
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
胎
内

か
ら
、
源
智
造
立
願
文

一
点

と
念
仏
結
縁
交
名
数
巻
が
発

見
さ
れ
た

が
、

こ
の
四
万
六
千
に
も
及
ぶ
道
俗
貴
賎

・
有
縁
無
縁
の
人

々
の
交
名

を
細
か
に
見

て
い
く
と
、
弾
圧
的
行
動
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
為
政

者
な
ら
び
に
比
叡
山
と
専
修
念
仏
者
と
の
実
質
上
の
立
場
に
つ
い
て
、

再
度
検
討
を
加
え
る
こ
と
の
必
要
性

が
痛
感
さ

れ

て
く

る
。
こ
こ
に

元
久
元
年

(
一
二
〇
四
)
十

一
月
七
日
付

の
送
山
門
起
請
文
を
と
り
あ

げ
、

こ
れ
に

つ
い
て
の
史
料
的
信
愚
性

・
社
会
的
背
景
等
を
問
題
と
す

る
の
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

送
山
門
起
請
文
の
伝
来
に
関
す
る
検
討
は
必
ず
し
も
充
分
と
は
言
え

ず
、
原
本
の
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
欠
点
か
ら
端
を
発
し
、
内
容
的
な
面

で
多
く
の
疑
問
を
生
ず
る
に
至

っ
て

い
る
。
筆
者
は

「『
黒
谷
上
人
語

灯
録
』
の
基
礎
的
研
究
-
特

に
漢
語
灯
録

に

つ
い
て
-
」

『
仏
教
論

叢

』

二
九

に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
漢
語
灯
録
は
宝
永

・
正
徳
年
間
に
良
照
義
山

に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
も
の
に
比

べ
る
と
、
嘉

元

四
年

(
一
三
〇
六
)

覚
唱
が
了
恵
道
光
の
正
本
を
書
写
し
た
二
尊
院
本

と
の
校
合
口を
、
元
禄

十

一
年

(
一
六
九
八
)
に
恵
空
得
岸
が
行
な

っ
た
も
の
の
方

が
よ
り
原

型
に
近
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
徳
版

よ
り
も
恵
空
得
岸
本

で
あ
る
千
葉
県
善
照
寺
所
蔵
本

・
大
谷
大
学
所
蔵
本
の
方
が
良
質
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
恵
空
得
岸
本
に
記
さ
れ
る
奥
書
に
よ
る
も
の

法
然
と
比
叡
山
 
(
中

野
)
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法
然
と
比
叡
山
 (中

野
)

で
あ
る
が
、

何
よ
り
も
嵯
峨
二
尊
院
所
蔵
の
七
箇
条
制
誠
の
原
本
を
底

本
と
し
て
、
両
本
の
漢
語
灯
録
所
収
の

「七
箇
条
起
請
文
」
と
を
校
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
か
ら
す
る

と
、
「七
箇
条
起
請
文
」
と
関
連
性
が
非
常
に
深

い

こ
の
送
山
門
起
請

文
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
再
度
こ

の
両
本
の
対
校
を
行
な

っ
て
み
た
。

こ
の
校
合
作
業
と
具
体
的
な
問
題

点
の
指
摘

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「法
然

の
送
山
門
起
請
文
に

つ
い
て
」

(
『仏
教
史
学
研

究
』
二
九
-
一
)
を
参
照
し
て
頂
く
こ
と
に
し
て
、
結
果

の
み
を
藤

に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
と
、
恵
空
得
岸
本
に
比
べ
て
正
徳
版
に
削
除

・

挿
入
さ
れ

て
い
る
箇
所
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
な
か
に
は
熟

語

の
相

異

・
字
句

の
異
同
と
か
で
は
な
い
長
文
の
も
の
が
い
く

つ
も
あ
る
。
正

徳
版
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
表
現
の
相
異
は
本
遺
文
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
全
篇

に
亘

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
魚
魯
倒
置
遺
字
閾
脱

の
類
と
は
到
底
見
ら
れ
な
い
、
良
照
義
山
の
出
来
る
だ
け
浄
土
宗
教
団

と
し
て
の
色
彩
を
強
め
、
特
に
比
叡
山
に
対
し
て
妥
協
的
な
立
場
で
起

請
文
を
送

っ
た
と
表
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
文
意
図
を
感
ず
る

も
の
で
あ

る
。

法
然
の
各
種
伝
記
の
な
か
に
も
こ
の
送
山
門
起
請
文
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
相
互
の
対
照
も
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
送
山

門
起
請
文

の
記
載
が
変
遷
を
遂
げ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
何
故
に
生

じ
た
の
で
あ
る
か
等
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
漢
語

灯
録
本
の
記
載
と
各
伝
記
所
収
の
も
の
と
の
対
照
も
必
要
で
あ
る
。
送

山
門
起
請
文
を
所
収
す
る
各
伝
記
の
記
載
を
伝
記
の
成
立
年
代
順
に
並

べ
た
対
照
表
を
前
掲
拙
稿
に
載
せ
て
あ
る
の
で
同
様
に
参
照
頂
き
、

こ

こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
送
山
門
起
請
文
自
体
の
史
料

的
信
愚
性
に
関
す
る

私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

こ
れ
も
結
果
か
ら
述

べ
る
と
、
法
然
伝
所
収

の
送
山
門
起
請
文
の
記
載
は
二
系
統
に
大
別
で
き
る
。

二
つ
は
恵
空
得

岸
本
漢
語
灯
録
の
記
載
に
忠
実
で
あ
り
、
天
台

的
色
彩
も
ほ
ぼ
原
文

の

ま
ま
と
見
ら
れ
る

『
琳
阿
本
』
と

『
古
徳
伝
』

で
あ
り
、
さ
ら
に

二
つ

は
漢
語
灯
録
本
に
比
べ
て
、
特
に
天
台
教
学
に
関
す
る
記
載
を
努
め
て

排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち

『
四
巻
伝
』
・
『九
巻
伝
』

そ
し
て

『
四
十
八
巻
伝
』
で
あ
る
。
『琳
阿
本
』

と

『
古
徳
伝
』
の
記

載
は
、
恵
空
得
岸
本
漢
語
灯
録
の
記
載
に
最
も
近
く
、
両
伝
記
の
脱
文

箇
所
ま
で
も
が

一
致
し
て
い
る
。
逆
に
こ
の
こ
と
は
恵
空
得
岸
本
が
原

型
に
近
い
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
『
九
巻
伝
』
に

は
二
箇
所
の
大
き
い
脱
文
と
文
章
の
改
変

一
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
漢
語

灯
録
本
に
は

「
就
中
源
空
当
念
仏
余
暇
、
披
天
台
教
釈
、
凝
信
心
於
玉

泉
之
流
、
致
渇
仰
於
銀
池
之
風
、
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
「就
中
源

空
壮
年
の
昔
は
、
天
台

の
教
釈
を
披
て
三
観
の
と
ほ
そ
に

つ
ら
な
る
、

衰
老
の
今
は
善
導

の
章
疏
を
伺
て
、
九
品
の
境

に
の
そ
む
と
い

へ
と

一も
、
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
作
文

の
行
な
わ
れ
た
痕
跡

と
い
う

こ
と
が

で
き
、
そ
れ
も

『
九
巻
伝
』

に
閾
け
る
記
載
で
あ

っ

て
、
漢
語
灯
録
本
の
冒
頭
に
見
え
る

「
源
空
壮
年
之
昔
日
、
粗
窺
三
観

戸
、
衰
老
之
今
時
、
偏
望
九
品
境
、
」

の
箇
所
を

こ
こ
に
挿
入
し
た

こ
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と
に
気
が

つ
く
。
勿
論
、

「玉
泉
」
と
は
湖
北
省
当
陽
県
の
玉
泉
寺

を

指
し
、
「銀
池
」
と
は
天
台
山
の
銀
地
嶺
を
意
味
し
た
比
喩

で
あ
り
、

す
な
わ
ち
非
常
に
天
台
智
顎
に
傾
倒
す
る
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ

れ
倣
法
然
自
身
が
天
台
の
教
釈
を
学
ん
だ
結
果
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た

内
容
を
善
導

の
章
疏
に
傾
倒
し
た
と
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
意
図
的
な

改
変
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
加
え
て

『
九
巻
伝
』
に
は
冒
頭
の

「叡
山
黒
谷
沙
門
源
空
」
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
『
四
十
八

巻
伝
』
で
は
こ
の
部
分
を
含
む

「恵
心
要
集
云
」
か
ら

「本
来
不
好
化

導
、

天
性
不
専
弘
教
」
ま
で
の
何
と
二

一
六
字

に
及
ぶ
大
き
な
脱
行
が

存
す
る
。

こ
の
箇
所
は
本
起
請
文
に
お
い
て
法
然
が
主
張
す
る
教
理
的

な
根
幹
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
脱
す
る
と
は
、
教
学
的
な
面

で
天
台
的
色
彩
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
編
者

の
意
志
を
考
え
る
よ
り
な

い
。
ま
た

『
四
巻
伝
』
の
脱
文
箇
所
が

『
九
巻
伝
』
の
そ
れ
と

一
部
の

三
致
を
見
る
こ
と
か
ら
、

こ
の

『
四
巻
伝
』
以
前
に
原
本
あ
る
い
は
そ

れ
に
近
い
も
の
が
存
し
て
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
操
作
が
な
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
了
恵
道
光
は
そ
れ
を
忠
実
に
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
原
本
の
存
在
し
た
可
能
性
が
明
確
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
の
文
体
は
従
来
良
照
義
山
開
版
の
正
徳
版
等
に
よ
る
場
合
が

多
か

っ
た
が
、
恵
空
得
岸
本
系
の
記
載
の
方
が
よ
り
原
型
に
近
い
。
こ

こ
に
善
照
寺
本
漢
語
灯
録
所
収
の
送
山
門
起
請
文
を
掲
げ
る
。

送
山
門
起
請
文
三

叡
山
黒
谷
沙
門
源
空
敬
白

当
寺
住
持
三
宝
護
法
善
神
御
宝
前

右
源
空
壮
年
之
昔
日
、
粗
窺
三
観
戸
、
衰
老
之
今
時
、
偏
望
九
品
境
、
是
又

先
賢
之
古
跡
、
更
非
下
愚
之
所
願
、
然
近
日
風
聞
云
、
源
空
偏
勧
念
仏
教
、

諺
余
教
法
、
諸
宗
依
此
陵
夷
、
諸
行
依
之
滅
亡
云
云
、
伝
聞
此
旨
、
心
神
驚

怖
、
終
事
聞
干
山
門
、
議
及
干
衆
徒
、
可
加
嫡
誠
之
由
、
被
申
達
貫
首
畢
、

此
条
一
者
恐
衆
勘
、
一
者
喜
衆
恩
、
所
恐
者
以
貧
道
之
身
、
忽
及
山
洛
之
禁
、

所
悦
者
錆
諺
法
之
名
、
永
止
花
夷
之
誹
、
若
非
衆
徒
糺
断
者
、
争
慰
貧
道
之

愁
歎
哉
、
凡
弥
陀
本
願
云
、
唯
除
五
逆
誹
諦
正
法
云
云
、勧
念
仏
之
徒
、
争
諦

正
法
、
恵
心
要
集
云
、
聞

一
実
道
、
入
普
賢
願
海
云
云
、
欣
浄
土
之
類
、
量

捨
妙
法
哉
、
就
中
、
源
空
当
念
仏
余
暇
、
披
天
台
教
釈
、
凝
信
心
於
玉
泉
之

流
、
致
渇
仰
於
銀
池
之
風
、
旧
執
猶
存
、
本
心
何
忘
、
且
愚
冥
竪
、
且
仰
衆

察
、
但
老
後
遁
世
之
輩
、
愚
昧
出
家
之
類
、
或
入
草
奄
剃
頭
、
或
臨
松
窓
言

志
之
次
、
以
極
楽
可
為
所
期
、
以
念
仏
可
為
所
行
之
由
、
時

以
謁
諌
、
是

則
齢
衰
不
能
練
行
、
性
鈍
不
堪
研
精
之
間
、
暫
置
難
解
難
入
之
門
、
試
示
易

往
易
修
之
道
、
仏
智
猶
設
方
便
、
凡
慮
堂
無
斜
酌
哉
、
敢
非
存
教
之
是
非
、
只

偏
思
機
之
堪
不
也
、
此
条
若
可
為
法
滅
之
縁
者
、
向
後
宜
従
停
止
、
愚
蕨
編

惑
、
衆
断
宜
定
、
本
来
不
好
化
導
、
天
性
不
専
弘
教
、
此
外
以
僻
説
弘
通
、

以
虚
誕
披
露
、
尤
可
有
糺
断
、
尤
可
有
柄
誠
、
所
望
也
、
所
欣
也
、
此
等
子

細
、
先
年
沙
汰
之
時
進
起
請
了
、
其
後
干
今
不
変
、
錐
不
能
重
陳
、
厳
誠
既

重
畳
之
間
、
誓
状
又
及
再
三
、
上
件
子
細
、
一
事

一
言
、
以
虚
言
設
会
釈
者
、

毎
日
七
万
遍
念
仏
、
空
失
其
利
、
堕
在
三
途
、
現
当
二
世
依
身
、
常
沈
重
苦

永
受
楚
毒
、
伏
乞
当
寺
諸
尊
満
山
護
法
、
証
明
智
見
、
源
空
敬
白
、

元
久
元
年
押
十

一
月
七
日

沙
門
源
空
在
御
判

法
然
と
比
叡
山
 
(
中

野
)
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法
然
と
比
叡
山
 (
中

野
)

私
云
、
執
筆
宰
相
法
印
聖
覚
也
、

こ
の
記
述

を
送
山
門
起
請
文
の
原
文
に
近
い
も
の
と
し
て
そ
の
内
容
を

見
る
と
、

正
徳
版
に
比
べ
て
か
な
り
天
台
的
色
彩
が
強

い
。
た
と
え
ば

正
徳
版
が

「衆
断
宜
レ
定
、
本
来
不
レ好
二
化
導
↓
天
性
不
レ
専
二弘
教
ご

と
あ
る
の
を
脱
し
て
い
る
が
、
法
然
は
も
と
も
と
は
化
導

・
弘
教
は
好

ま
な
か

っ
た
と
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
様
に

「以
二虚
誕
一披

露
、
尤
可
レ有
二糺
断
袖
尤
可
レ
有
二
柄
誠
、
所
レ望
也
、
所
レ
欣
也
、
」
と
あ

る
文
を
脱
し
て
い
る
が
、

こ
こ
の
部
分
は
、
も
し
虚
言
で
あ

っ
た
な
ら

ば
糺
断

・
柄
誠
が
あ

っ
て
も
当
然
で
、
望
む
と
こ
ろ
欣
う
と
こ
ろ
で
あ

る
と
さ
え
言
い
、
法
然

の
比
叡
山
に
対
す
る
信
頼

の
念
が
知
ら
れ
る
箇

所
で
あ
る
。
さ
ら
に
神
文
の
な
か
で

「当
寺
諸
尊
満
山
」
の
字
句
を
脱

し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ま
た
比
叡
山
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
誓

約
を
述
べ
も
し
偽
り
で
あ

っ
た
場
合
の
仏
罰
を
受
け
る
相
手
の
名
を
記

し
た
箇
所
だ
け
に
、

こ
れ
を
脱
す
る
の
は
何
ら
か
の
意
図
を
感
じ
な
い

で
お
ら
れ
な
い
。
細
部
に
至
れ
ば
他
に
も
こ
れ
ら
に
類
似
し
た
意
味
で

の
改
変
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
恵
空
得
岸
本
の
記
述

を
尊
重
す
れ
ば
、
法
然
の
天
台
僧
と
し
て
の
意
識
と
、
比
叡
山
の
衆
徒

達

へ
の
刺
激
を
何
と
か
避
け
よ
う
と
の
意
志
が

一
貫
し
て
読
み
取
ら
れ

る
。法
然
は
送
山
門
起
請
文
を
比
叡
山
に
書
き
示
す
と
同
時
に
、
七
箇
条

か
ら
成
る
条
文
を
門
下
等
に
示
し
誠
飾
を
う
な
が
す
た
め
署
名
を

つ
の

っ
た

が

二
尊
院
所
蔵

「七
箇
条
制
誠
」
、
従
来
と

も
す
る
と
こ
の
両
文
書
が
同

日
付

で
と
も
に
比
叡
山

の
天
台
座
主
真
性
に
送
ら
れ
た
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、

こ
の
こ
と
が
七
箇
条
制
誠
の
起
章
目
的
等
に
関
す
る
疑
問
の

一
因
を
成
し
て
い
た
。

し
か
し
、
法
然
が
比
叡
山
に
送

っ
た
と
す
れ
ば

そ
れ
は
送
山
門
起
請
文
の
方
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
真
意
夕

比
叡
山
に
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
ら

「
叡
山
黒
谷
沙
門
源

空
」
と
記
し
て
、
神
文
に
お
い
て
は
比
叡
山
の
諸
尊
に
対
し
て
、
も
し

虚
言
で
あ

っ
た
な
ら
ば
七
万
遍
の
念
仏
も
そ
の
利
を
失
な

っ
て
、
三
徐

に
堕
在
し
て
も
構
わ
な
い
と
の
決
意
を
述

べ
て

い
る
。
し
か

る
に
、

『
四
十
八
巻
伝
』
等
法
然
伝
の
成
立
過
程
の
な
か
で
、
天
台
宗
比
叡
山

と
専
修
念
仏
者
の
集
団
と
を
、
ま

っ
た
く
遊
離
し
て
認
識
す
る
こ
と
が

通
例
と
な

っ
て
い
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
法
然
と
そ
の
門

下
ら
に
対
す
る
弾
圧

・
法
難
の
実
態
、
ま
た
比
叡
山
と
の
関
係
の
な
か

で
の
法
然

の
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
再
度
見
直

す
必
要
性
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
華
頂
短
期
大
学
講
師
)
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